
＜様式１０－１＞

（　令和６　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　　新林　　　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（２）遊びの教室活動

工作デー 6 5 80 14 4 12 115 毎月内容を変え、身近にある物を使い工作する。
楽しみにしている子が多く、工作に苦手意識がある
子も参加していた。

（３）行事活動

代休日企画「駄菓子屋」 2 2 19 29 36 10 10 106
買い物を経験する場として、だがしやさんを展開する。
店番は高学年スタッフが行う。

一般の子と学童の子が交流するいい機会となってい
た。金額内で自分たちで考えて選ぶことができてい
た。

ギネスの日 10 186 76 262
ブロックギネス大会に基づき、大会に向けて記録を測
り、館内に記録を掲示。認定証を発行。

ランキング形式にすることで、一生けん命取り組む
姿が見られた。普段集中力のない子が、集中できて
おり、チャレンジする気持ちが育まれた。

エコの日 2 100 24 1 125
エコにちなんだ内容を工作、紙芝居、クイズなどを用い
て楽しく学ぶ。

分別の意識がついた。エコまちさんもきていただ
き、地域とのつながりが作れた。

赤ちゃんとぼくとわたしと 1 3 5 1 2 11 小学生と乳幼児の関りの場を設定した。
異年齢の交流を楽しむことができた。来年は地域の
つどいの広場と連携して行いたい。

館内オセロ大会 1 12 2 14
ブロック大会への出場をかけ、ブロック大会と同じ方法
で行う。

一般からの参加もあり、意欲高く頑張っていた。

おばけやしき
1 6 25 12 27 3 7 7 87 高学年がスタッフとなり実施。ホールをおばけやしきに設営す

る。新林保育園の園児や小学校の先生を招待する。

高学年クラブの主催ということで、子どもたちが「したい！」という形をで
きた。企画から当日の運営まですることで、イベントの大変さや面白さを感
じられたと思う。

マンカラであそぶデイ 1 21 21
１年生を対象にルールを確認。マンカラの楽しさを知る
ことを目的に行う。

マンカラの遊びを知り、マンカラ大会への楽しみに
つながった。

　　館内マンカラ大会 1 21 21
ブロック大会への出場をかけ、ブロック大会と同じ方法
で行う。

参加者はモチベーション高く頑張っていた。

　　館内卓球大会 1 7 1 8 卓球クラブ員のみでトーナメントを行う。 ブロック卓球大会に向けて頑張って取り組めていた。

　　卓球交流会 1 7 1 8 桂坂児童館,福西児童館との交流練習。
他館と関わることで、良い刺激になり、そのあとの
練習もやる気を持って取り組むことができていた。

　　中高生卓球TIME 30 61 61 土曜日の午後に中高生を優先に卓球の遊びを提供する。
卓球を求めて児童館に来るだけでなく、その後の
何気ない職員との会話につながっている。

卓球であそぶデイ 5 34 1 4 39
卓球への興味を広げるために、クラブに入っていない低
学年を対象に行う。

卓球クラブに興味をやあこがれを持つ低学年が増えた。

　　クリスマス会 1 10 9 46 9 9 8 7 3 101
午前と午後に分かれて、乳幼児対象と小学生対象のクリ
スマス会を行う。ゲストに地域の方をお呼びし、読み聞
かせ等をして頂く。ビンゴゲームの司会進行を中学生に

新林会館を借用して行った。地域の方にサンタのお
願いをしたり、地域交流の機会になった。

お芋パーティー 1 2 3 10 20 1 9 5 50 館庭で焼き芋を楽しむ。 地域の商店街から芋を購入し、地域との関りも促進できた。

新年お楽しみ会 1 3 10 14 2 10 39 お正月遊びを楽しむ。 お正月遊びの由来を交えながら、楽しむことができた。

ドッジボール交流試合 1 12 2 2 16 桂坂小学校で７ブロックの施設が集まり、交流した。
ブロックの動きとして、競争することではなく、交
流が目的となっている。力試しの場ではないので、
モチベーションは上がりにくい。

　　将棋であそぶデイ 9 1 83 21 5 110
対戦しながらルールを確認。将棋の楽しさを知ることを
目的に行う。

地域の方に講師として来ていただき、将棋を知らな
い子も興味を持っていた。活発な子も静かに集中で
きる取り組みなので良い。

　　館内将棋大会 1 1 7 3 11
ブロック大会への出場をかけ、ブロック大会と同じ方法
で行う。

参加者はモチベーション高く頑張っていた。

おわかれ遠足 1 2 54 4 12 72
年度の区切りとして、遠足に行った。

一般の児童にも呼びかけ、レゴランドを楽しんだ。

　　避難訓練 12 8 3 365 1 79 47 503 月１回様々な想定で話や訓練を行う。消防署の方や警察の方に
来て頂いた回もあった。

児童館だけで完結するのではなく、隣の保育園や小
学校への避難など、連携した訓練も検討していきた
い。

　　大掃除 1 5 2 7
年末に児童館を掃除する。マットをはがして掃除をし、
普段できない場所をキレイにした。

掃除として、年末に少数の子どもたちが経験するだけでな
く、全員がロッカーの使い方やおもちゃの整理などを意識で
きる機会を作ることが課題としてある。
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（４）クラブ活動

　　卓球クラブ 23 53 71 96 22 3 245 毎月第1・3土曜日に2～6年生を対象に行う。

３グループに分けて練習を行う。各グループのレベ
ルに合わせて練習メニューを考えた。
自分たちでもメニューを考えたり、意欲的に取り組
めた。

　　ドッジボールクラブ 31 52 324 10 121 507
毎月第1・2・3水曜日に2～6年生を対象に小学校のグラ
ウンドを借用して行う。

２年生～５年生まで幅広くいるためレベルの差が大
きい。高学年にとっては物足りなさがある。少人数
のグループ分けをして工夫を行った。小学校のグラ
ウンドを借りれる日数を増やし、クラブとしてでは
なく、誰でも遊べる取り組みとしたい。

　　きりえクラブ 13 20 106 17 143 毎月第１・３月曜日2～6年生を対象に行う。
月に２回程度しかない中、意欲的に取り組める子が多かっ
た。手先の器用さ、集中力を高めることにつながった。作品
展示となると回数が少ない間に合わない子もいた。

　　高学年クラブ 21 240 47 287
月１、２回のペースでイベントスタッフの企画・運営を
中心に、やりたい取り組みを話し合い、実現させる。

子どもたちのやりたい気持ちはたくさんあるが壮大
なものが多い。本当に実現できるのか、実現するた
めにどうすればいいのかを考える場となっていた。
人のためにする大変さと自ら考えて行動することを
学びながらいい経験を積めた。

ダンスサークル 47 54 523 315 192 1 1 1086
ダンスがしたい子・得意な子が主となり、ダンスの練習
をする。

異年齢の交流の場として、集団で協力することの大
切さ大変さを感じることができた取り組みだと思
う。今年度は男の子も入ってくれたので男女比がも
う少し均等になれば誰でも入りやすくなると思う。

　　中高生クラブ 10 59 59
1～2か月に１回のペースでイベントのスタッフ、企画・
運営を中心にやりたい取り組みを話し合い、実現させ
る。

月に１回程度だが、中高生の役割として活動するこ
とで責任感や居場所としての利用につながると思
う。
上下関係ができていく中で他学年との関りが課題と（５）地域間交流促進活動

　　ブロック交流オセロ大会 1 2 2 4
他館の児童と対戦し、日々の取組の成果を発揮するとと
もに交流を図る。

楽しんで参加できた。他館を知り、次の目標にもつながった
と思う。

　　ブロック交流マンカラ大会 1 1 1 2 4
他館の児童と対戦し、日々の取組の成果を発揮するとと
もに交流を図る。

楽しんで参加していた。１位になり、自信をつけたり、低学
年からのあこがれなどにつながったと思う。

　　ブロック交流将棋大会 1 9 7 11 27
他館の児童と対戦し、日々の取組の成果を発揮するとと
もに交流を図る。

普段の将棋の成果を出せる場として、張り切っている姿が見られた。友だち
に教えあう交流にもつながった。

　　ブロック交流ギネス大会 1 5 5 10
集まって行うことはせず、記録を担当館におくり、ラン
キングづけされたものを掲示する。

他館の児童の記録を見比べて、次年度の意欲につな
がった。友だちの記録を称える機会になった。

　　ブロック卓球大会 1 2 4 5 1 12
他館の児童と対戦し、日々の取組の成果を発揮するとと
もに交流を図る。

参加できる人数が増えてたくさんの児童が大会に出場できた。勝ち負けを経
験し、その後の練習意欲につながった。来年から大会がなくなるので、他館
との交流がなくならないようにしていきたい。

　　新林じどうかんまつり 1 37 63 7 56 2 11 78 8 262
乳幼児親子むけの取り組みや、きりえの作品掲示も行
う。

地域の親子、関係者が集うことで地域とのつながりを深められた。保護者同
士での会話や異年齢のお子さんの姿を見られるのもいい点だと感じた。

みんなの発表会 1 1 4 52 25 14 11 44 151 年度の区切りとして、取り組んできた活動の成果を発表した。
各活動の取り組みを知り、子ども同士の憧れや
モチベーションにつながった。

　 プチ＊プレイパーク 2 44 51 4 99
つどいの広場「ま～ぶりんぐ」と境谷児童館、小規模保
育事業「木の実保育園」、新林保育園との合同で、外で
自由に遊ぶことを目的に近隣の公園で実施。

来年度は全市のやんちゃも復活するので、行事の重
なる月が課題としてある。活動月の変更を検討した
い。

（７）思春期児童への活動支援

子ども育成機能　合　計

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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＜様式１０－２＞

（　令和6　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　新林　　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人
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※

（１）乳幼児とその保護者を

　　　　　　対象とする活動

　①乳児クラブ

　　よちよち 12 0 0
0

　②幼児クラブ

　　ぴょんぴょん 27 120 120 5 245

　②乳幼児の広場

ぎゅっぎゅ 31 59 47 7 113

　　うきうきデー 2 13 19 2 34

0

らんらん♪絵本 10 13 20

2

35

リトミック 4 14 16 30

ママサークル 8 8 19 27

きいてきいて 1 2 1 3

わらべうた
ベビーマッサージ/骨盤ダンス

9 6 13 19

よちぴょん 5 7
7

14

5 児童館にて直接受理 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 家庭養育問題 保健所
保健所 成長･発達問題 子ども支援センター

(3)子育て家庭相談・援助 3 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

異年齢の交流を目的にしている
が、よちよちクラブの登録がない
ため、交流につながらなかった。

推
進
活
動

活動名 実施回数 活　　動　　内　　容 成　果　と　課　題

0
－

0
－

年に２回、地域の専門の先生方をお招きして、子育ての悩みを解消する。
洛西支所と共催。

相談会のハードルが高いのか、
参加者があまり集まらない。参加
されると満足そうにしている。

グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容 成果と課題

8
－

小１～３年（学童）

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

中学生

件数　計

件数 つないだ機関等 件数

乳児
幼児
小１～３年（自由来館）

520

子どもの年齢 件数 受　理　及　び　相　談　経　路 件数 相　談　内　容

262 0 16

２か月に１回、講師の方をお招きし、音楽に合わせて身体を動かして楽し
む。ハイハイの子・歩ける子でクラスを分けてそれぞれ実施する。

今年度から参加費がなくなり敷居
が低くなった。活動を楽しみにし
てくださる方も多かった。

わらべうたベビーマッサージ協会の講師の先生による、わらべうたベビー
マッサージ・骨盤ダンス。親子でスキンシップをはかり、絆を深め、心と
身体をリフレッシュしてもらう。

新規の方ではなく、リピーターが多
い。幼児さんを誘うと「もう乳児じゃ
ないから」と断る方もいる。

月に１回のお母さん達の集いの場。

児童館を居場所とし、快く手伝ってくれる保護者が
心強い。反面、グループの固定化があり、他の方が
入りにくい雰囲気もある。内容にも「ママサーク
ル」としての活動の意味づけをしていきたい。

合　　　　計 109 242

毎週水曜日に実施。0歳～の親子対象。親がほっこりできる内容で企画。
カレンダーづくりを目的に来る人
が多いが、デイリーの利用にはつ
ながっていない。

年２回縦割りの交流を目的に実施。夏祭りごっこと映画館ごっこを企画。
ママサークルと共同で行った。

クラブに登録していない子も児童館に
来るきっかけになっていた。広報に力
を入れて、参加者を増やし活動を盛り
上げたい。

月に１回、地域在住の方を講師に招き、読み聞かせやふれあい遊びを行っ
てもらう。

講師としては、少人数で活動できるこ
とが魅力的な様子。つどいの広場では
利用人数が多く子どもとの関りがあま
りできないとのこと。

内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題

申し込み者なし。すぐ近くにつど
いの広場があり、そこに通ってい
る子が多い。地域の中に乳児がつ
どう場があることが安心である。

毎月第3以外の火曜日に実施。概ね０歳～1歳の親子対象。
季節、月齢にあった取り組みを行う。

毎月第3以外の木曜日に実施。概ね1歳半～の親子対象。
季節、月齢にあった取り組みを行う。

消防署や警察署など、他機関とも
連携し活動をした。保護者同士の
つながりを意識した活動をもっと
入れたらよかった。

よちよちクラブとぴょんぴょんクラブの交流の活動。

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年

中高生 大人
ボランティア

合計



＜様式１０－３＞

（　令和６　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　　新林　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

らくさいっこあつまれ 1 34 33 67
各機関が連携し、地域の子
育て家庭へ遊びの提供がで
きた。

漢字つながり講座 1 5 39 9 1 54

中高生 大学生 大　人 合　計
新林じどうかんまつり 8 8 乳幼児、小学生どちらも沢山来場してくれて、盛り上がったじどうかんまつりに

なった。

主任児童委員 行事への参加・協力。情報交換・共有

近隣の商店 児童館だより、ポスター等の掲示、おやつの買い出し

洛西子どもはぐくみ室 情報交換・共有。ステーション会議への出席。ステーション施設合同の取組への参加

新林小学校 情報交換・共有。グラウンドの借用 児童館の取組をより知ってもらう機会となっている

新林保育園 情報交換・共有

つどいの広場「ま～ぶりんぐ」 情報交換・共有

小規模保育事業「木の実保育園」情報交換・共有

地域ステーション会議で広報
したが、直前であったため
か、連携機関の参加は会場と
して設定していた小学校の教
頭のみだった。内容は面白
く、いい講師とのつながりが
できた。

大枝児童館・桂坂児童館・桂
坂保育園・東桂坂保育園・境
谷児童館・新林保育園・さふ
らん保育園・ま～ぶりんぐ・
福西児童館・竹の里保育園・
福西保育園・のこちゃん広

場・木の実保育園・はぐくみ
室

新たなお店とのつながりを作った。

成　　　果　　　と　　　課　　　題

お世話になっていた店が閉まったので、おやつを買ってきたつながりがなくなった。

活　　動　　内　　容
活　　動　　人　　数

成　　　果　　　と　　　課　　　題

(3)地域との連携を
　促進する活動

合　計
8

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

(2)ボランティア
　　活動の推進

56 11 11 112 375
合　　　　計

3 46

しぶ柿文庫

民生児童委員

エコまち

新林小学校

254

新林児童館 新林小学校

－
71 68

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

63 7 56 2新林じどうかんまつり 1 新林児童館

成果と課題
乳幼児

小１～３年 小４～６年
中高生 大人 合　計

参　加　人　数

ハロウィンとして季節行事を
楽しんでもらえた。地域の人
に児童館を知ってもらい、共
に交流する機会となった。子
どもたちの頑張りを見てもら
える場とできた。行事が重な
る時期での開催なので、時期
の見直しが必要。
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進
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能

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

活　　動　　名 実施回数 主　　催

37 11 78

連携団体
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(4)児童館を支える地域

   組織作り

会場提供 会議の会場提供 保護者会

(5)地域への施設提供

(6)地域調査活動

１回

つどいの広場ま～ぶりんぐ
・新林保育園・境谷児童館

使　用　目　的 提供先（団体・機関等） 成果と課題

調査方法 成果と課題調査名 調査目的 調査対象

１回
次年度のプチ＊プレイパーク実施

に向けての検討

保護者会の方との繋がりを持つ場となった。
来年度より保護者会が解散となる。

成果と課題

２回
プチ＊プレイパーク実施に向けて

の検討と振り返り 取り組みに向けての話し合いや振り
返りだけでなく、地域の情報交換を
することで日々の子育て支援に役立
てることができた。地域の中の施設
が一同に顔を合わせることで、お互
いの事業や課題について共有でき
た。ネットワークへの参加を呼び掛
けている施設があるが、難しい現状
がある。

久世保育所・新林保育所・木の実保育園・つどいの
広場ま～ぶりんぐ・新林小学校・新林民生児童委員
協議会・新林社会福祉協議会・新林学区自治連合

会・洛西支所子どもはぐくみ室

２回

新林保育園・木の実保育園・さふらん保育
園・つどいの広場ま～ぶりんぐ・新林民生児
童委員・境谷児童館・境谷民生児童委員

学童クラブ受け入れに際しての情
報の共有

地域についての情報交換・事業の
検討

新林保育園

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
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基
　
本
　
活
　
動

組織名称 構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容

推
　
進
　
活
　
動

会場提供・備品貸出等

地域（小学校通学区域）の子育て支援ネットワーク
の構築に係るネットワーク会議

調査主体
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じどうかんだより 月１回 児童および地域住民 商店内つり置き 行事予定等
地域施設への配付
ホームページ

行事ポスター・チラシ 随時 児童および地域住民 商店内つり置き 行事の詳細・申し込み等
地域施設への配付
ホームページ

乳幼児親子に対しては、ホールや入口に掲示し
ているポスターを見てくださる姿もあったので
有効かと思った。チラシは直接渡さないとあま
り手にとってくださらない印象。

成果と課題

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

関連施設に置いていただいている分はあまり、
減っていないと感じていたが児童館の門の前に
配置している分は減りが早いので紙媒体の需要
は感じる。


